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１ 全教育活動における重点目標 
⑴  自己存在感高まる教育活動…子ども真ん中の学校づくり 

    学校の教育活動において、真ん中に据えるのは、一人一人の唯一無二の「子ども」で
ある。子ども一人一人が、多様な人と関わり・つながり、成長していく中で、自分自身が
「かけがえのない存在」であることに気付き、笑顔で生き生きと活動できる教育活動を行
う。 
⑵  自己有用感高まる教育活動…所属感（居場所）ある学校づくり 
子どもたちが「自分は役に立っている」という自分の存在を価値あるものと受け止める
ことができる、所属感（居場所）ある学校づくりを行う。加えて、校内サポートルーム開設
により、安心できる居場所の充実を図る。 

 ⑶ 自己肯定感高まる教育活動…自分も友達もすべての命を大切にする学校づくり 
学校生活におけるすべての教育活動、環境を肯定的なものにし、自分も友達も大切に

できる児童、すべての命を大切にする児童の育成に努める。 
 ⑷ つながりを大切にした教育活動…角野校区 CS としての地域学校協働活動 
持続可能な社会の担い手となる子どもの育成を目指し、地域の教育力を活用しなが
ら、生涯にわたってふるさとを大切に思う児童、地域の一員として活躍できる児童の育成
に努める。 

 
２ 授業における重点目標 
⑶  「分かった」「できた」等学びの効果を実感する授業 
⑷  個別最適で協働的な学び合いのある授業 

 ⑶ 「もっと学びたい」「もっと知りたい」という新たな問いが生まれる授業 
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１ 人的管理 

 ⑴ ３つのわ「和（和やか）・話（対話）・輪（チーム）」のある風通しが良く、居心地の良い
職場づくり 

 ⑵ 子どもの成長に関わる教育専門職としての資質能力の向上 
 ⑶ ライフ・ワーク・バランスの充実 
 

２ 物的管理 
⑴ 子ども・教職員・地域住民みんなが明日も行きたい美しい環境の学校づくり 
⑵ 危機管理意識の高揚と日常の安全点検の実施 
⑶ 学校施設・学校設備・学校備品等の安全管理 
 
３ 事務管理 

 ⑴ 文書作成等の適切な処理と情報管理の強化 
 ⑵ 子どもと向き合う時間の確保を目指した効率的な事務業務 
 ⑶ 個人情報の適切な管理・保管 

本
校
教
育
の
特
色 

校区に別子銅山にゆかりのある産業遺産が数多く残されている本校は、開校１５１年目
を迎える歴史と伝統のある学校である。また、校区には角野小学校、角野中学校だけでな
く、新居浜南高等学校もあり、小・中・高が連携し、６・３・３の１２年間を見通した教育活動を
実践している。さらに、学校運営協議会を設置したコミュニティ・スクールの強みを生かし、
「地域の子どもを地域で育てる」という考えの下、社会や地域とともに育つ学校づくりを推
進している。 

 


